
令和７年度 　日野市立 日野第八小学校 経営重点計画　
令和８年３月公表

★重点計画の概要

★目指す学校像（ビジョン）

取組指標 成果指標

4 具体的方策に教員の９０％以上が取り組んだ。 4 ９０％以上の子供が、肯定的な評価をした。

3 具体的方策に教員の８５％以上が取り組んだ。 3 ８５％以上の子供が、肯定的な評価をした。

2 具体的方策に教員の８０％以上が取り組んだ。 2 ８０％以上の子供が、肯定的な評価をした。

1 具体的方策に取り組んだ教員が８０％未満であった。 1 肯定的な評価をした子供が８０％未満である。

4 具体的方策に教員の９０％以上が取り組んだ。 4 ９０％以上の子供が、肯定的な評価をした。

3 具体的方策に教員の８５％以上が取り組んだ。 3 ８５％以上の子供が、肯定的な評価をした。

2 具体的方策に教員の８０％以上が取り組んだ。 2 ８０％以上の子供が、肯定的な評価をした。

1 具体的方策に取り組んだ教員が８０％未満であった。 1 肯定的な評価をした子供が８０％未満である。

4 具体的方策に教員の９０％以上が取り組んだ。 4 ９０％以上の子供が、肯定的な評価をした。

3 具体的方策に教員の８５％以上が取り組んだ。 3 ８５％以上の子供が、肯定的な評価をした。

2 具体的方策に教員の８０％以上が取り組んだ。 2 ８０％以上の子供が、肯定的な評価をした。

1 具体的方策に取り組んだ教員が８０％未満であった。 1 肯定的な評価をした子供が８０％未満である。

4 具体的方策に教員の９０％以上が取り組んだ。 4 ９０％以上の子供が、肯定的な評価をした。

3 具体的方策に教員の８５％以上が取り組んだ。 3 ８５％以上の子供が、肯定的な評価をした。

2 具体的方策に教員の８０％以上が取り組んだ。 2 ８０％以上の子供が、肯定的な評価をした。

1 具体的方策に取り組んだ教員が８０％未満であった。 1 肯定的な評価をした子供が８０％未満である。

4 具体的方策に教員の９０％以上が取り組んだ。 4 ９０％以上の子供が、肯定的な評価をした。

3 具体的方策に教員の８５％以上が取り組んだ。 3 ８５％以上の子供が、肯定的な評価をした。

2 具体的方策に教員の８０％以上が取り組んだ。 2 ８０％以上の子供が、肯定的な評価をした。

1 具体的方策に取り組んだ教員が８０％未満であった。 1 肯定的な評価をした子供が８０％未満である。

4 具体的方策に教員の９０％以上が取り組んだ。 4 ９０％以上の子供が、肯定的な評価をした。

3 具体的方策に教員の８５％以上が取り組んだ。 3 ８５％以上の子供が、肯定的な評価をした。

2 具体的方策に教員の８０％以上が取り組んだ。 2 ８０％以上の子供が、肯定的な評価をした。

1 具体的方策に取り組んだ教員が８０％未満であった。 1 肯定的な評価をした子供が８０％未満である。

　すべての子供の活躍の舞台　日野第八小学校！

・子供の理解に努め、認め励ましながら、子供と共に実践する教師　　　　　・自らの資質向上に努め、子供の生きる力を育むことができる教師

健康でたくましい子供　・美しいゆたかな心の子供　・深く考えやりぬく子供　・力を合わせて励み合う子供

自己評価シート　

結果の分析と改善策

★学校の教育目標

【目指す児童像】

【目指す学校像】

評価点

【目指す教師像】

学校評議員・学校運営協議会の
意見

プロジェクト名：「『子供たちがつくる学校』プロジェクト」
　「子供たちが、自分たちの学校を自分たちの力でつくる」活動に取り
組むことを通して、これからの社会の中で自立して生きる力の基盤を育
む。そのために、次の４点を基本方針とする。
①「AAR（計画・実行・振り返り）サイクルを自ら回し続け、課題を解
決する力」の育成
②「仲間と協働的に関わり、集団の中で自分を生かす力」の育成
③「心身共に健康で、運動を通して自らの生活を豊かにする力」の育成
④「自他の生命を大切にし、多様な他者とよりよく生きる力」の育成

・自ら課題を設定し、自分で考え、判断し、行動して課題を解決する子供　　・自他の課題解決や、新たな挑戦と創造のために協働できる子供

　みんな
が当事者
として、
自ら歩む
道をつく
る

領域 中期経営目標 短期経営目標 具体的方策
評価指標・評価基準

評価点

　取組・成果指標共に高く、教員
の授業改善への意欲も極めて高
い。今後は、子供が自ら学び方を
工夫し、調整する力を高める。振
り返りにより学び方を習得できる
ようにし、保護者へ教育活動のね
らいを伝えて共通理解を図る。家
庭と連携した持続的な体制を構築
し、学んだことを活用できる力を
育む学習を一層推進する。

子供たちが、自分たち
の学びを、自分たちで
つくる授業の実施

生活科・総合的な学習の時間
等の授業づくり

・地域資源の活用により、多様な他者と関わ
り、多様な体験・実践を通して学ぶ授業を工
夫し実践する。

4 4

　総合的な学習の時間における公園
清掃や保育園での活動等を通じ、子
供たちがやりがいや新たな気付きを
得ている様子が伺える。小学校にお
ける地域との豊かな連携は、多様な
体験を支える基盤であり、こうした
活動が子供たちの自己肯定感につな
がっている。今後も、地域を基盤と
した持続的な学習体制を大切にして
ほしい。
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　社会と
未来に開
き、みん
なでつく
る

子供たちが、自分たち
の学校生活を、自分た
ちでつくる活動の実施

　取組と成果指標共に９０％を超
え、地域連携が教育の核として定
着してきた。今後は対話等の振り
返りを深め、体験から得た学びを
自分自身の新たな目標や課題解決
に活用する力を育む。多様な他者
との関わりによる学習を深化さ
せ、コミュニティ・スクールを基
盤とした持続的体制を構築し、教
育活動の質を一層向上させる。

活用できる力を身に付け、自
ら学ぶ授業づくり

 ・子供が主体的に学び、「課題解決に活用で
きる確かな力を身に付ける授業」を工夫し実
践する。
・習得した力を生かし、子供が自らの学びを
調整して取り組む「子供に委ねる授業」を工
夫し実践する。
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　教員の「子供の主体性を引き出そ
うとする授業改善への意欲」が高
い。 こうした熱心な指導が、日々
の学習における子供の確かな成長に
つながっている。一方で、保護者ア
ンケートの回答率や情報発信の仕方
には工夫の余地がある。学校のねら
いをより直接的・具体的に伝える機
会を設け、家庭との共通理解を一層
深める必要がある。

　なかよしプレイタイムの更なる充
実には、中学年の役割の明確化が不
可欠である。校内掲示等で役割を周
知しつつ、ムードメーカーとしての
中学年の活躍を教員が直接評価して
伝えてほしい。こうした関わりを通
じ、子供たちが活動の楽しさを実感
し、全学年が互いのよさを認め合い
ながら交流を深める工夫を継続して
ほしい。

　教員の肯定的評価は高いが、子
供は８２.６％に留まり、教員の認
識と実態に差がある。特に中学年
の肯定的評価が他学年に比べて低
い。今後は６年生のリーダーシッ
プを支えつつ、子供たち全員が自
主的な運営の楽しさを実感できる
工夫が課題である。主体性を引き
出す助言を徹底し、活動の質を高
めることで、なかよしプレイタイ
ムの更なる充実と発展を図る。

子供発信の活動の積極的な実
施

・ESDミーティング、八小まつり、運動会、
学習発表会などの学校行事やクラブ・委員会
活動において、子供たちが自分たちのアイデ
アを生かして内容や活動を決定して取り組む
機会を設定する。
・学級会等での話し合いによって、「レッ
ツ・トライ」の趣旨に沿った活動を、子供た
ちがつくり出し、仲間と共に試行錯誤を繰り
返しながら、やり遂げる機会を設定する。
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　子供の「やりたい」という意欲を
支える教員の熱心な姿勢や、思考を
促す言葉掛け、掲示物の工夫が随所
に見られる。子供たちが自分たちの
力で活動をつくり出せるよう、個々
の発想を大切に受け止めてほしい。
話し合いの過程を共有するなど、一
人一人が納得感をもって意思決定に
関わることができる丁寧な支援を、
今後も継続してほしい。

　子供の肯定的評価は高く、成果
に見られるが、子供たち全員が納
得して意思決定に参加できている
わけではなく、教員はこれを課題
としている。今後は個々の発想を
具体化する支援を強め、話し合い
の経過を掲示等で示して共有す
る。試行錯誤を励ます言葉掛けや
振り返りで達成感を深め、子供自
身が活動をつくり出す姿勢を一層
推進する。

なかよしプレイタイムの充
実・発展

・第６学年をプレイリーダーとする異学年グ
ループ「なかよし班」活動を、子供たちが自
主的に企画・運営・改善して楽しむことがで
きるようにする。

つばめ学級及びステッ
プ教室の運営体制の確
立と指導の充実

つばめ学級及びステップ教室
の運営体制の確立と指導の充
実

・つばめ学級の子供たちが安心して過ごせる
環境を、全教職員と専門家、関係機関ととも
に構築する。
・個々の状況を捉え、教科指導や自立活動を
円滑に実施すると共に、常に指導を改善し、
一人一人の子供に最適な指導を行う。
・チームの力を生かして、個々の状況に応じ
た指導を充実し、常に指導法や支援策の改善
を行う。
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　みんな
の多様な
学びとし
あわせを
つくる

※評価指標・評価基準は、２の段階を現状としています。

　つばめ学級の開設は、工夫された
教室環境のもとで非常に良いスター
トを切っている。今後は通常の学級
との交流及び共同学習の在り方につ
いて検討を進め、多様性を尊重する
意識を全校で共有することが重要で
ある。様々な課題を抱える子供たち
一人一人を温かく包摂し、誰もが本
来の力を発揮できる安心感のある環
境作りを一層推進していく必要があ
る。

　子供たちの安心感は高く、学校
生活に手応えを得ている。こうし
た現状をふまえ、つばめ学級への
支援における専門性の習得や、組
織的な協力体制をより一層充実さ
せていく。今後は専門家の助言を
日々の指導へ具体的に活かし、全
教職員が主体的に関わる。一人一
人に最適な指導と、全員で支える
安心感のある環境作りをこれまで
以上に推進する。

関係機関との連携に基
づく生活指導の充実

関係機関との連携に基づく生
活指導の充実

・多様化している子供たちの心身の課題の解
決について、教育、福祉、警察等の各機関と
連携し、学校としての方針を明確にして対応
し、状況の改善と解決に取り組む。
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　教員と子供の肯定的な評価に差が
ある現状を受け、アンケートの数字
の裏にある子供の心理を深く考察す
る必要がある。直接対面して言葉を
交わす効果を重視し、複数の大人が
子供の小さな困り感を丁寧に受け止
める体制を構築してほしい。こうし
た関わりを通じて、誰もが迷わず
SOSを出せる確かな信頼関係を全
校で築くことを期待する。

　教員の肯定的評価100％に対し
子供は80.2％であり、この認識の
差を埋めることが課題である。今
後は、児童相談所や警察等の外部
機関と連携したSOSの出し方教室
や面談等を通じ、具体的な相談方
法を継続して指導する。複数の大
人が子供の小さな困り感を丁寧に
受け止め、誰もが安心して相談で
きる環境を全校体制で構築してい
く。


